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１ 　超微量の液体のコントロール技術で、世界へ
　武蔵エンジニアリング株式会社の代表をしております、
生島と申します。約３年半前に、ドイツに拠点を開設しま
した。６年くらい前から、ミュンヘンで開催されるプロダ
クトロニカという世界最大級のエレクトロニクス関連の展
示会に出展しています。初めて参加した時はたくさんの来
場者においでいただき、初出展でこれだけ集客したブース
はないと主催者から言われました。
　物質は液体、気体、固体という三態がありますが、当社
はそのうちの1.5態を対象にして微量の液体をコントロー
ルする、それをコア事業として展開しています。液体と粉
体（固体）が混合するので1.5態というわけです。
　この技術の用途は電子・電気関係がメインで、さらに時
計やカメラといった精密機器、あるいは LED 電球、バイ
オ関連、大きいところでは自動車や人工衛星にも使われて
います。先日は米国の大手航空機メーカーから協力要請が
あり、当社のエンジニアが工場見学に行ってまいりまし
た。これからは、航空関係も大きなビジネスになりそうで
す。
　一般的には電子関係が非常に多く、半導体をはじめとし
たさまざまな電子部品、スマートフォンや家電製品、精密
機器、光学系、医薬品や医療機器、化粧品や食品といった
幅広い分野で使われています。IC や LSI の微細な配線に
使われるダイボンディングという技術では、当社が世界で
85％のシェアを占めています。スマートフォンに使われて
いる部品の80％くらいが、この技術を必要としています。
　自動車は自動運転をはじめとした電子化がどんどん進ん
でいますが、例えばエンジンのガスケットは、従来はパッ
キンでしたが、近年は液状ガスケットとなっていて、当社
のディスペンサーで流動性のある液体材料を接合面に塗布
してパッキングします。あるいはグリスや、ECU という
電子制御用コンピューターなどにも当社のディスペンサー
がたくさん使われています。当社のパラレルジェットとい
うジェットディスペンサーは、対象物に微量の液体、例え
ばグリスのようなものを一滴ずつ高速に飛ばして付着させ
るものです。自動車のドアロックは複雑な部品で、７カ所
のグリスアップが必要です。従来は人手でやっていたので
非常に時間がかかっていたものを、これはたった30秒でグ
リスを塗布することができます。
　自動車関係は、意外に自動化が進んでいません。人命が
かかっているので、確実なものづくりが必要とされるから
です。当社のディスペンサーは液剤を自由にコントロール
し、太さの違う線も連続して自在に塗布していくことがで
きます。
　LED は照明器具やいろいろなところに使われていて、
一時は当社のディスペンサーが80％のシェアを占めていま
した。LED の内部にはフィラーというパウダー（粉体）
状の蛍光体が入っていますが、それを三連式で高速塗布し
ます。精度が非常に厳しいのですが、それによって LED
の明るさや色味が決まる、非常に重要な部分です。
　液晶ディスプレイの製造装置は幅５メートル、奥行き４
メートル、高さ３メートル、重さが20トンくらいある大型
機械で、畳2.7～2.8枚程度の大きさのガラス基板を扱いま
す。装置の中にある20のディスペンスヘッドが液晶をシー
ルするための線引き塗布を行いますが、これも精度が非常
に厳しく、微少なうねりがあるガラス基板の表面に一定の
間隔を保ちながら、しかも毎秒300ミリという世界一速い
スピードで均一な線を描画します。
　液晶ではもうひとつ、ODF 工法といって１液滴ずつ液
晶材料を滴下させ充填する方法では、0.2～0.3ミリグラム
という超微量を0.2～0.3％という高精度で、かつ毎秒20
ショット以上のスピードで滴下することができます。これ
らの技術により、当社は世界の90％以上のシェアを占めて
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います。
　最先端分野では、２年前にNHKの「サイエンスZERO」
という番組でも紹介されましたが、核融合の一つの方法と
して当社のジェットディスペンサーが使われています。ま
た、３ Dプリンターにも使われています。バイオ関連で
は、細胞に100万分の３cc といった極微量の試薬を注入す
るディスペンスシステムがあります。
２ 　経営の基本は、独自の「露伴・尊徳 ism」
　当社が得意とする超微量の液体のコントロールには、定
量性や高精度、生産性が必要です。参考になる教科書は存
在せず、自分たちで切り開いてきました。機械や制御の技
術、光技術、化学技術といった複合技術を駆使して、さま
ざまな問題解決に貢献しています。
　会社は三鷹市にあり、創立から38年目を迎え、国内拠点
は10カ所、従業員は730～740人で、その半分はエンジニア
です。海外の拠点も、東アジアを中心に10カ所あります。
売上高は、バブル崩壊やリーマンショックの時期も含め
て、順調に伸びてきました。
　社名の「武蔵」は、「武蔵国」から取りました。徳川家
康が戦国時代を終わらせてつくった江戸が武蔵国。また、
剣豪・宮本武蔵の強さにもあやかりました。会社を大きく
するよりも安定的に成長させて、無理をしないで運営した
い。どこから押されても倒れない、強い企業をつくりたい
という思いからです。
　私は、もともとは教員になろうと考えていましたが、教
育者から金融機関に転じた父に反対され諦めざるを得ませ
んでした。また、日本の資本主義経済の創始者といわれる
渋沢栄一の書物を読んで一念発起し、機械系の会社に勤
め、先ほどからご紹介しているディスペンサーに出会いま
した。最初はおもちゃのような機械でしたが、将来は基本
的な制御技術の一つとして世の中の役に立つ必須の技術に
なるだろうと考え、事業としてやっていこうと考えまし
た。
　経営の基本的な考え方として、幸田露伴と二宮尊徳をあ
わせた「露伴・尊徳 ism」というものを掲げています。こ
の二人に通じるのは、武士道です。調べてみたところ、二
宮尊徳は仏教と儒教と神道を学びました。武士道は、この
三つから成り立っていると思います。当社の国内外20拠点
の全てに、二宮尊徳の銅像が置いてあります。
　私の父は寡黙な人でしたが、いろいろなところに文章を
書き残しておりました。広辞苑の裏表紙に、幸田露伴の
『努力論』の一節が書いてあるのを見つけました。
　「努力より他に個人の未来をよくするものはなく、また
努力より他に個人の過去を美しくするものはないのであ
る。努力はすなわち生活の充実である。努力はすなわち各
人の自己の発展である。そして努力はすなわち生の意義そ
のものなのである」。
　これを社員に唱和させています。
　また、二宮尊徳の書物には日本の古き良き思想が表れて
おり、自然界のあらゆるところに徳が存在すると書いてい
ます。全てのものが尊いという考え方、すなわちお釈迦様
の言葉です。たとえ人間が存在しなくても自然の営みは行
われており、その中で知恵と力を働かせて天道と違う生き
方をするのが人間であると。結局は、世の中の全ては協調
して存在しているのだから、この関係を大事にすべきであ
る。天地相和して万物生じ、夫婦相和して子孫相続し、貧
富相和して財宝生じ国用足るということをいっています。
　労働についても、働くことそのものに喜びがあるので
あって、損得を考えてはいけない。また、働いて得たもの
は自分が生きていくために一つを取り、もう一つは他人に
譲ろう。お互いに譲り合う社会をつくろうとおっしゃって
います。
３ 　魂を込めて、世の中に役立つものづくりに取り組む
　三菱電機の長崎製作所に行った折に、工場入り口の石碑
に「人が仕事をつくり、仕事が人を育む」と書いてありま
した。素晴らしい言葉だと思ってメモしましたが、帰り際
に、これは逆ではないかと思い当たりました。仕事を通し
て人が育まれ、人間がさらに仕事をつくっていくのではな
いかと。後に三菱電機の方にこの話をしたら、やはり最初
に考えたのは「仕事が人をつくり、人が仕事をつくる」
だったそうです。
　当社の創業以来一貫した基本理念である「MUSASHI
スピリット」では、「誠実」を最上位に置いています。そ
して「挑戦」、「独創性」。独創性を発揮して果敢に挑戦
し、世の中の役に立つ機械を製造します。当社が作ってい
るのは無機質なマシンですが、それを人が使うことによっ
て初めて生きてくる。だから、誠実に魂を込めてものづく
りに取り組むべきだと考えています。
　30年くらい前に、いい仕事をするためには何が必要かと
深く考えた時期がありました。能力的なこともあります
が、結局は志がどれだけ高いかということと、もう一つは
人間性です。人間性とは人格と言い換えることもできま
す。
　当社は「堅実健全経営」を掲げ、無理をしない安定した
経営を続けてきました。ただ、必要なときは投資もしま
す。そうでないとステップアップできませんから。また、
適正な利潤をいただくということを貫いてきました。さら
に、当社はメーカーであり、技術が絶対条件なので、技術
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開発には非常にお金をかけてきました。売り上げの20％く
らいです。当社のユニークな技術に磨きをかけ、独自のも
のづくり文化を創り上げようとしてきました。
４ 　これからの世の中を確かに生きていくために
　ここ数百年の歴史を考えると、鎖国していた日本と中国
を除いて、世界はおおむね欧米を中心に動いてきました。
その理由は、欧米列強の世界支配の動きと産業革命です。
ものづくりの大変革が起き、近代資本主義の誕生と相まっ
て、欧米列強が勢力拡大を図りました。第一次および第二
次世界大戦、そして日本では敗戦から40年たってバブルが
崩壊して衰退が始まり、その状況がいまも続いているとい
えるのではないでしょうか。リーマンショックで世界は転
換点を迎え、米国も世界の工場である中国も経済が失速し
ています。
　日本はどうか。日本経済の衰退の原因の一つは超円高
だったと思いますが、それが円安になり、また突如として
円高になっている。それに伴い、日本の高度な科学技術や
ものづくりの力が、他の国に取って代わられているように
思えます。これらは結果として日本の経済力の弱体化につ
ながっており、根本には日本の政治力や外交力の貧しさが
あるのではないでしょうか。
　このような世界的な転換期が、なぜ到来したのか。その
大きな理由として、働くことに対する価値観の相違がある
のではないか。米国などでは、もっとも優秀な人材は金融
関係にいきますが、東洋では実業を重視した経済発展を
図っています。私は無神論無宗教ですが、労働を人間の原
罪に対する罰と考えるか、働くことそのものに大きな価値
を認めるかという違いがあるように感じます。
　社会科学という言葉から分かるように、人間や社会を全
て物質としてとらえるという基本的な絶対唯物観が欧米に
はあるのではないか。人間の内臓も物質と考えるから、交
換すればいいということになります。そこに、人間の尊厳
が損なわれる可能性はないのでしょうか。プラス面はたく
さんありますが、マイナス面も多い。例えばロボットは製
造業などで活躍する一方、軍事利用も進んでいます。放射
性物質で植物を短期間で成長させる研究をしている人もい
れば、原子力は軍事にも利用されています。
　こうしてみると、人間の長い歴史を通じて、経済と科学
と戦争と平和が常に表裏一体の関係で存在していたのでは
ないでしょうか。物理学者の寺田寅彦が、科学技術が発展
すればするほど、人間の文化を破壊するような大きな力を
持つことを忘れてはならないといっています。
　過去の歴史のある時点までは、世の中の見方が宗教に収
斂されていました。当時、宗教は科学であったとさえいれ
るかもしれない。現代では、科学が絶対神です。逆に、科
学は宗教たり得るだろうと皮肉交じりに考えてみました。
　二宮尊徳は「道徳なき経済は泥棒に等しく、経済なき道
徳は寝言である」とおっしゃいました。経済は生きていく
ために必須ですが、道徳がなければ世の中がおかしくなり
ます。これに倣って私がつくった言葉は、「道義なき科学
技術は人間疎外を招きやすく、科学技術なき世界は進歩を
阻害する」というものです。
　では日本や世界の未来はどうかというと、明るいし再生
できると思っています。ただし、抑制され調和のとれた科
学や文化の発展が必要です。いまこそ、人類の真の英知が
求められています。これからの時代、人間主義や自然主義
を基軸とした科学技術文化の発展を目指すべきではないで
しょうか。「卒欧帰東」、すなわちそろそろ物質を中心とし
た西洋文明を卒業し、自然主義の東洋文明に回帰してはど
うであろうかと思うのであります。
　東日本大震災の直後のウォールストリート・ジャーナル
には、日本人は冷静さを失わず、非常に素晴らしい国であ
るという記事が載りました。自信と誇りと勇気を持って、
果敢に行動する。私はナショナリストではありませんが、
いろいろな意味で日本人は優れていると思います。何よ
り、徳を持っています。その徳が、いま失われつつあるの
が残念ですが。日本人は、徳と努力と志を元に、世界中に
高い文化と平和と幸福をもたらすことができる数少ない民
族だと信じています。
５ 　時代の大転換期に、若い人に必要なもの
　この時代の大転換期において、特に若い人に何が必要で
しょうか。一つは、洞察力と先見性を持つこと。物事を長
いスパンで観察し、背景となっている歴史を知る。目前の
出来事から遠方を見る、概観する、俯瞰するということが
必要になると思います。
　二つ目は、泰然自若であること。物事に簡単には動じな
い信念を持って事に臨むべきではないか。三つ目は、やは
りたくましくあることです。世の中を生き抜くために、強
靱な精神と肉体を持つこと。人生に現れる困難なハードル
を乗り越えていく、強い精神力です。そして、人との邂逅
を大事にすること。私はさまざまな方との出会いがありま
したが、それを最も大事にしてきました。
　６年くらい前、講演の最後で若い人に贈る言葉として何
を話そうか考えていた際、かつて教育者だった父が言って
いたことを、ふと思い出しました。たしか20～30はあった
と思いますが、その中から五つを選びました。心から理解
し合える良き友を持て。心身を鍛え、本を読め。本を読む
ことは学ぶことである。そして熟慮せよ、努力をせよと。
